
まちづくり基本条例について（２） 

 

 

 市では、市民の皆さんとの「協働」によるまちづくりを目指すため、「まちづくり基

本条例」の制定に取り組んできました。条例案は、本年 10 月に市議会において可決・

成立し、来年 1 月 1 日の施行を予定しています。 

 まちづくり基本条例の内容について市民の皆様にお伝えするため、 

第 2 回目をお知らせします。今回は、条例のポイントについてです。 

 

＜まちづくり基本条例が目指すもの～前文～＞ 

 条例の趣旨は、条文の前にある「前文」で表現されています。 

 前文では、恵庭の地名である「恵まれた庭」をキーワードに、市民の願いを実現する手

段として、「協働」によるまちづくりを目指すことを明らかにしています。 

【前文のイメージ】 

キーワード   

 ①自然環境＝澄んだ空気・きれいな水・美しい緑・広がる田園風景・豊かな食

資源 
「恵まれた

庭」 
 

②生活環境＝交通の利便性・きめ細かな子育て支援・行き届いた読書環境・活
発な文化やスポーツ活動 

   

  「住みよい環境の中で」 

   

①ふるさとに誇りを持つ子どもたちを健やかに育てたい  
「願い」 ②誰もが健康で生きがいのある暮らしをしたい 

③仲間がいて生きがいのある暮らしをしたい 

   

 ①市民と市民がつながり 

②市民と行政がつながり 

「協働」 ③それぞれが果たすべき役割と責任を理解 

④市民の手で花のまちを創ったように自分のできることから積極的に取り組

む活動 

   

  「花・水・緑 人が支え合う 生活都市 えにわ」が持続的に発展するための
市民自治の確立 ＝ 基本条例の意義 



＜条例の構成＞ 

 条例は全 9 章・30 条で構成されています。 

 【条例の構成】 

第1章 総則（第 1 条～第 4 条） 

第2章 市民（第 5 条・第 6 条） 

第3章 議会及び議員（第 7 条・第 8 条） 

第4章 市長、執行機関及び職員（第 9 条～第 11 条） 

第5章 協働のまちづくり（第 12 条～第 16 条） 

第6章 情報の共有（第 17 条～第 20 条） 

第7章 行政運営（第 21 条～第 28 条） 

第8章 国、北海道及び他の市町村との連携（第 29 条） 

第9章 条例の見直し（第 30 条） 

 

＜恵庭市のまちづくり基本条例の特徴＞ 

 全国の市町村が「まちづくり基本条例」を制定しており、 

恵庭市の条例も他市町村とほぼ同様の内容となっていますが、 

恵庭市の特徴は下記のとおりとなっています。 

 

(1)他の市町村では「前文」にその市町村の歴史的な流れを記述されているのが多いですが、

恵庭市の条例は市民憲章の精神のもと、恵庭が持続的に発展するための市民自治について

記載していること。 

 

(2)「参加」のみならず「参画」する権利を明確にすることにより市民と一体となったまち

づくりを目指していること。 

 【参加と参画】 

  この条例では、市民の皆さんがまちづくりに関わることを「参画」ととらえ、市民の

権利であるとしています。「参画」とは、政策の立案段階から市民の皆さんに加わってい

ただきたいとの思いがこもっています。ただし、最初から「参画」というのは難しいかも

しれません。まずは加わっていただくという「参加」から、まちづくりに関わっていただ

けるような環境整備を行っていく中で「参画」に結び付けていければと考えています。 

 



(3)コミュニティの規定をおいたこと、また町内会などの「地域コミュニティ」がまちづく

りに重要な役割を担っていることを明らかにしたこと。 

 【コミュニティとは】 

  特定の目的をもって活動している集まりをいい、例として町 

内会、老人クラブ、PTA などの地縁による集まりをはじめ、共 

通の趣味を通じての集まりや NPO などの市民活動団体があり 

ます。 

  この条例では、これらのコミュニティ活動を大切にするとともに、地域でのコミュニ

ティの代表である町内会について、その重要性を明らかにしています。 

 

(4)職員の職務に対する姿勢を明らかにしたこと。 

 

(5)条例の見直しについて市民が参画する委員会を設置して行うことにしたこと。 

 

 

                  次回は条文の内容についてお知らせします。 


